
この動画では、コンクリートポンプ車の作業計画書作成方法を説明いた
します。
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まず最初に作業計画書を作成するときの流れを説明します。

①協力会社のみなさんは、左ページに必要事項を記入、作業計画図を
作成してください。完了したら、工事所職員に渡してください。

②工事所職員が内容を確認、審査のうえ、問題がなければ承認します。

③工事所から作業計画書が戻ってきたら、左ページ上部の欄に受領日
を記入し、提出時に記入した安全衛生責任者の右横に押印またはサイン
してください。

④作業計画書の内容は、関係者に周知し、コピーにサインのうえ保管し
てください。本書は元請けに渡してください。

作成する際には、 次のものを準備してください。 作業計画書の記入用
紙。 使用するコンクリートポンプ車の性能が分かる資料。 作業場所の状
況、 縮尺が分かる平面図が必要です。 手元にない場合はご自身の会社
もしくは工事所に問い合わせてください。
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作業名称などについて、項目に従って記入してください。

作業年月日の項目欄ですが、同様の作業が続く場合でも、作業年月日
は概ね１ヵ月程度の期間としてください。また、作業計画書は作業内容が
変わる毎に作成してください。

承認計画書受領日は、元請け承認後に記入してください。
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コンクリートポンプ車の性能や作業員の配置などについて、項目に従っ
て記入してください。装置操作者は、必ず「特別教育修了者」を配置して
ください。
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使用機械の規格や性能についてはカタログなどを参照してください。

機種、吐出量、アウトリガー最大張り出し寸法などは、主要諸元の表にま
とめて記載されていることがほとんどです。
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作業計画図の作成例です。

まず、作業場所の状況が分かる各種工事の施工計画図、総合仮設計
画図などの縮尺が分かる平面図などを準備してください。

作業計画図には、コンクリートの打設場所、機械設置位置、誘導員や合

図者の配置、カラーコーン・バー等でおこなう立入禁止区画、安全通路に

加え、必要に応じて、運行経路、地盤の状態、架空線、埋設物位置、など

を記入してください。
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日によって、打設場所や機械設置位置が変わる場合は、作業日ごとの
作業計画図を作成してください。
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作業計画図に記入する機械や区画等を手書き記入する場合の記入例
です。
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左ページの記入と作業計画図の作成が完了したら、

①作業計画書を工事所に提出してください。

②工事所が計画に対する作業条件や指導事項を記入、 審査、 承認し
ます。

③工事所から作業計画書が戻ってきたら、左ページ上部の欄に受領日
を記入し、提出時に記入した安全衛生責任者の右横に押印またはサイン
してください。

これで、作業計画書の作成は完了となります。
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作成完了後、作業計画書をコピーしてください。本書は工事所に返却し
てください。

コピーした作業計画書の内容、右ページの指導事項等を確認して、作
業を開始するまでに、必ず関係者に周知してください。

周知が完了したら、右ページ下の欄に周知日を記入し、周知対象者に
必ずサインをもらうようにしてください。

作業員の方が交代した場合も、作業計画書の内容を都度周知し、周知
した記録を残してください。
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以上で説明を終わります。
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